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にゅうすれたぁ１０３号

トロント新移住者協会
NEW JAPANESE CANADIAN ASSOCIATION c/o JCCC, 6 GARAMOND COURT, TORONTO, ONTARIO, CANADA M3C 1Z5

ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつ 会⻑ ⻑⽯ 芳尚 「にゅうすれたぁ」は確かに動き出しました。皆さんからの投稿を歓迎します。

暑い⽇が続いた夏も９⽉に⼊ってさすがにその⽭先を緩めてきたようですが、会員の皆様には如何お過ごしです
か？周りを⾒回すとことのほか猛暑続きの⽇本へ帰えられた⽅も多かったようです。⻑い梅⾬、猛暑、頻発する
豪⾬災害、森林⽕災等々、科学者の中にも地球温暖化にその原因を⾒ない⼈も存在するようですが明らかに地球
は⼈類の⼼を友ずれに悪化の⼀途をたどっているように⾒えます。そんな地球上の⼀角に存在するトロントと⾔
う大都会に住む我々戦後移住者の１団体の機関紙が存続することに大きな意義を感じようとしている我々に大い
なる幸いあれ！
と⾔うわけで今年、ようやく我が「にゅうすれたぁ」の編集、発⾏に⼒を貸しましょうと⾔う⼈物が現れた。前
号で書いたが、今は廃刊になっているトロントのユニークな季刊誌だった「オーロラ」を編集していた森貞⽒だ。
彼自⾝と我々、私も含めて協会執⾏部⼀同、久々に復活したこの「にゅうすれたぁ」が編集者の意向を反映しつ
つ、単なる協会からの通信⼿段でなく広い読者との双⽅向性を持つ連絡、発表メデイァとなってほしいというの
が私の思いである。本号に森貞⽒自⾝の編集の⽅向性とに付き書いていただく積りでいるのでご覧の上、みなさ

んからの投稿を待ち、楽しい「季刊誌」に育つ⽇の来ることを期待したい。
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チンドン屋評判記チンドン屋評判記チンドン屋評判記チンドン屋評判記
ハリー川邉

「何だってね、チンドン屋、うまくいったんだってね」
「う〜ん、会う⼈みんなが良かったよって⾔ってくれるんで
こっちもうれしがってたところなのさ」「どうして君がチン
ドン屋をやることになったの」「これがさぁ、移住者協会の
理事会で、協会が今年３０周年を迎えるのでラッフルを売り
出すけど、どうやって宣伝するかって話になった時にね、つ
いさぁ、チンドン屋でもやろうか、あっちゃん、ってトロン
ト芸能愛好会の中⼭⼥史に⼝を滑らしてしまったのよ、君も
知っての通り僕ぁ、江⼾っ⼦のオッチョコチョイときてるか
らね、そしたらそれにすぐ⾶びついてくるシト達がいたりし
てねぇ」「ふ〜ん、それでやることになっちゃったんだ」「そ
う、だけどチンドン屋のことなんか何にも知らないから、さ
あ〜、それからはＰＣに齧り付いてチンドン屋に関する⾊ん
なことをダウンロードして付け焼刃のお勉強さ」「それにし
ても短期間に良く出来たもんだね」「そりゃあ、急いで依頼
した芸能愛好会のタレント性溢れる⼈たちが⼀⽣懸命協⼒し
てくれたお陰だよ、中⼭あっちゃん、トロント名物⼭本⼀座
座⻑の⼭本昇ちゃん、安⻄まあちゃん、大⽯ももちゃん、そ
して⼩泉ときちゃんと揃えば何でもできちゃうのさ、僕ぁそ
の点ラッキーな男だと思っているよ」「そうかぁ、でも曲が
りなりにも責任を果たせてよかったね」「ホント、自分達も
楽しめたし、割合好評だったのでやった甲斐があったという
ものだね」「世界中の移住者協会の中でもチンドン屋をやっ
たってぇのは初めてだったんじゃあないの」「さあ、その辺
のところは僕は全く知らないけど、でも引き受けて良かった
なあって思い始めているんだ」「ま、めでたし、めでたしか」

夏のＢＢＱ夏のＢＢＱ夏のＢＢＱ夏のＢＢＱ
川村敦⼦

８⽉２６⽇に、恒例トロント新移住者協会主催の夏のBBQが⽇
系⽂化会館にて盛大に開催されました。⾒事な晴天に恵まれ、創
⽴３０周年を記念してのBBQという事で、ラッフルチケットの販
売も加わり、400名近くもの参加者が集い、8⽉最後の⽇曜⽇を
⼀緒に楽しく過ごしました。

私は⾷事サーブ班のタスク
・リーダーなる大役を仰せつ
かり、そんなの毎⽇家でやっ
ていることの延⻑じゃん、と
⼆つ返事で引き受けたら、サ
ーブ班は私を除くと他のタス
クと掛け持ちの⼆⼈しか集ま
っていないという事を前⽇の
会場設定の時に知らされまし
た。ご飯やソーセージ、焼⾁、
コーンやサラダやキムチをお客様に配るのに最低8⼈は必要です。
BBQは翌⽇に迫っており、「ここまできたら思い切り楽しもう！」
という三浦さんの励ましに、兎に角やるしかないと覚悟を決めて
当⽇に挑みました。

お天気が良かったのでBBQの
配膳はパティオにテーブルを出
して外で⾏う事になりました。
テーブルは⼆列にセットして、
配る⼈は中に⼊って、並べる料
理はこの順序で、と隣りでBBQ
を焼いているベテランの⾁焼き
班がテキパキと指⽰を出してく
れたお陰で順調にテーブルの準
備が済んで、始まる前から楽勝、
楽勝と⼀⼈悦に⼊っていたら、
ソーセージが焦げ過ぎというク

レームが台所準備班から⼊りました。
⾒ると4台あるBBQ焼き機の⼀台からぼうぼうと炎が⾼く上が

っています。焦げ過ぎソーセージがどこから来るのかは明らかで
す。そこでソーセージを焼いているおじさんに駆け寄ってその旨
を伝えると、⼗年以上もボランティアとしてBBQに参加して奉仕
して下さっている⽅に、初めて役を頂いた私が意⾒を申し上げる
のですからおじさん、へそを曲げてしまって⼝をきいてくれませ
ん。兎に角ひよっこ任務を遂⾏せねばと「そんな炭みたいなソー
セージはお客様にお出し出来ません」と震える声で⾔い切ると台
所に戻りました。そんな⼀抹を露知らぬ準備班は笑いながら焦げ
たソーセージの⽪を丁寧に剥いています。
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やれやれ、始まる前からお⼿つき⼀点です。ふとフェンスの
隙間から外を覗くと⼊場を待つ参加者の⻑蛇の列が⾒えました。
気を取り直してテーブルを再チェックします。12時半に開幕。
⻑⽯会⻑の開会式の挨拶に始まり、引き続き持⽥主席領事より
ご挨拶を賜り、初めて⾒るチンドン屋の⾏列に興奮し、いよい
よ我がサーブ班の出番です。

当⽇になって、BBQの
広告を⾒てきました、と
いう⽅々がお⼿伝いを申
し出てくれて、台所で朝
から準備をしていた⼈達
も駆け付けてくれてなん
とか⼈⼿を確保して⾛り
出しました。再び⻑蛇の
列。私は先輩に教えられ
た通り、サーブには加わ
らず、全体を⾒回して⾷
べ物が無くならないよう

に気を配る役に徹しました。BBQメニューの取り合わせはバラ
ンス良く好評で、メインの焼⾁の味と焼き具合はそれにもまし
て大好評。沢⼭の出店、⼦供達も楽しめるよう数々のゲームも
準備して、目⽟のラッフルチケットの抽選へと、4時の閉会式ま
で賑やかに時間が流れました。

疲れを感じる間も無
いくらい忙しかった私
の⼀番の収穫は沢⼭の
⼈と出会い、沢⼭の⼈
と⼀緒に笑った事です。
漬けダレで重さを調節
したら？という私の姑
息な意⾒に耳も貸さず
黙々と定量の500グラム
をきっちりはかりで量
って販売用のＢＢＱの
⾁を分けていた⼏帳⾯さと正義感に、⽇頃存じ得なかったその
⼈の新たな⼀⾯を発⾒し、⼥性の鏡、お⺟さんの鏡と常⽇頃尊
敬している私の大好きなその⽅が実はお料理が苦⼿で⾷事の準
備はもっぱらご主⼈の担当、という可愛い⼀⾯を知る事となり、
当⽇初めて会った参加者の皆さんと沢⼭交流を持ってまた友達
の輪が広がりました。え？あのおじさんとはどうなったかです
って？あれから程なくしておじさんとは仲直りし、それから最
後の後⽚付けまでずっとお⼿伝いして頂きました。販売用のBB
Q⾁が売れなくて私が困っていると、そこは⽇系社会に顔が広い
お⽅ですから、お知り合いの⽅に声をかけて下さり、無事完売
にこぎつける事が出来ました。とても嬉しかったです。

タスク・リーダーとして反省する点は⼭ほどありましたが、
それでも来年のＢＢＱではもっとこうしよう、あれは改善しよ
う、と充実したすがすがしい気分で家路につくことが出来まし
た。

前⽇の⾷料品買い
出しや会場設定から
ずっとお⼿伝い下さ
った皆さん、朝早く
から準備に携わった
台所班の皆さん、黙
々と⽴派に任務を遂
⾏下さった縁の下の
⼒持ちの⾳響担当の
⽅々、忙しい中練習
に練習を重ねてこの
⽇⾒事なパフォーマ

ンスを⾒せて下さったチンドン屋の皆さん、当⽇駆け付けて下
さったベテランボランティアの皆様、大変お疲れ様でございま
した。有り難うございました。また来年お会いしましょう。

⽇系⽂化会館「 完成への道 」記念式典と第３期改造⼯事
去る、９⽉１６⽇午

前１０時から「鶴の壁」
に掲⽰された寄付寄贈者
の新しく作りなおされた
名盤の除幕式が⾏われ、
１１時から⼩林ホールで
⽇系⽂化会館最後のフロ
ンテイアとなる２階の改
修⼯事開始を記念、祝賀
する催しが「完成への道」
と銘打って開催された。
ここに載せた写真は、当
⽇の式典の様⼦と今回の
８０万ドルと合わせて総額３００万ドルの寄付を⽇系⽂化会館に
⾏った⼩林家の代表者３⼈である。

JCCC２階は既に⼯事開始に備えて完
全に準備態勢が完了しており、⼯事
期間中は２階の⼀部を除いて使用す
ることは不可能となる。改装⼯事の
１期が終了するのは来春４⽉となっ
ている。
今回の改造⼯事完成の暁には新たに
２階へのアクセス階段とエレベータ
ーがアートガラリー付近に設置され、
会館職員の事務室は２階天窓の下部
に移転設置され、多目的の部屋と外
部団体への賃貸空間が設けられるこ
とになっている。

（⽂責：⻑⽯）

NJCAから 1世デイにボランテイア参加しました

去る9⽉30⽇、JCCC主催で恒例の1世デイが⼩林ホールを埋め
尽くす参加者を迎えて開催された。400名を越える参加者があっ
たものと思われる。⾏事の開始時間午後2時を待ちきれず12時半
にはチラチラと⼊場者があり、NJCAの理事が3名、インターネッ
ト募集で集まった⾼校⽣など若いボランテイアを交えて約15名が
登録作業、会場準備を⽀援した。

今年の最⾼齢者は⼥性が101歳、男性は94歳であったが皆さん
すこぶるお元気で、JCCCからのお弁当をつつきながらの舞台演
技鑑賞のひと時を過された。 （報告：⻑⽯）
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『ノビーのひとりごと』『ノビーのひとりごと』『ノビーのひとりごと』『ノビーのひとりごと』
恐怖映画になるところだった話恐怖映画になるところだった話恐怖映画になるところだった話恐怖映画になるところだった話

三浦信義

夏休みにノヴァスコシアへ旅⾏に
⾏った。
夏の観光最盛期だったにも関わら
ず、どこも⽐較的閑散としていて、
観光するにも宿を探すにも結構楽
だった。

帰りはノヴァスコシア南端から強
烈に早いフェリーで３時間、アメ

リカ・メイン州のバーハーバーに午後着いた。ここはさすがに大
観光地で、主要ホテル・モテルは事前に満員。念の為にそこから
１時間離れた町にホテルを予約しておいた。

バーハーバーの街を⾒、港でロブスターディナーを⾷べ、霧の中
を丘に登り、⼣陽を⾒ながらそのホテルの町へ向かった。途中は
保護林の⼭道で、たそがれの景⾊が美しかった。

⼣陽の落ちた７時ごろその町に着いた。ところがその町の誰も
そのホテルも住所にある道の名前も知らない。やっとそれがイン
ターステート⾼速道路の出⼝が２つも先の村にあることが分かっ
た。

⾏って⾒ると、これがインターネットの写真にあった建物とは
段違い。しかも予約してあったにも関わらず禁煙の部屋を取って
いない。巨大な⻑距離トラックの集積所の隣りで、どうみても運
ちゃんの宿泊施設だ。近くの町の名前を使い、きれいな写真で客
をおびき寄せ、禁煙の部屋も取らずに⾼い料⾦を取る。正義の味
⽅の僕にとってこれは我慢ならない。

すでに夜８時だったが、すぐにキャンセル。キャンセル料⾦も
（クレジットカードから）取らない、という証⽂を、もと⻑距離
トラック運転⼿だっただろうと思われるカウンターのおっちゃん
に書かせた。

さて、どうするか。すでに真っ暗。先ほどからまわりで雷がピ
カピカゴロゴロしている。⾼速道路を⾛ってはモテルも⾒つから
ない。普通の道を⾛り始めた。

まわりは森と畑の何もない暗闇。ヘッドライトをハイビームに
して⾛る道は上下し曲がりくねる。⾛る⾞も殆どいない。やがて
土砂降りの雷⾬になった。

雷⾬の中、⼩1時間も⾛った頃、ある村にさしかかり、⾬とワ
イパーと暗闇の向こうに簡単な「MOTEL」の看板が浮かび上がっ
た。その下に赤い「VACANCY」のネオンサイン。部屋が10室の
⻑屋モテルが稲妻の中に現れた。すでに閉店した、ポンプが２つ
しかない村のガススタンドの脇。モテル事務所も真っ暗。良く⾒
ると「夜の事務所は裏の家」とサインがある。

⾬の中、裏へ回って⾒ると、ちょっと⾼くなったところに２階
建ての、うっすらと電気のついた家があった。ふーむ、これはど
こかで⾒たことがあるぞ、そうだヒッチコックの映画「サイコ」
だ。

チャイムを押してしばらく待っていると、やせた⽼⼈がひょこ
ひょこ出てきた。当然部屋はある。ルーム＃１。安くて49ドル。
この⽼⼈、こちらが質問しなければ何も⾔わない。笑うことを忘
れた⼈のようだった。

相変わらずの激しい雷⾬。⾞へ戻ってゆうかさんに⾔った。「今
や恐怖映画の始まりの筋書きにふさわしい要素がすべてそろった
よ・・・」。

恐怖映画の始まりは部屋の鍵を開けた時…と思うでしょう。開
けてびっくり。これが清潔な部屋で、しかもリビングと寝室が別

になっている広いもの。台所が付いているし、コーヒーも冷蔵
庫もすべてそろっている。エアコンもついていた。（ノヴァスコ
シアではエアコンのないＢ＆Ｂが多かった。結局は涼しくて必
要なかったが）。

もう夜の９時過ぎ。やっぱり疲れて、⾞に積んでいた赤ワイ
ンを２⼈で開けて飲んで寝てしまった。

朝になってゆうかさんが朝⽇の中にモテルの名前を⾒つけた。
「PRAY'S MOTEL（お祈りのモテル）」。何だか不思議な感じが
した。

昨夜暗闇の中、道の斜め向かいの向こうに、駐⾞場がたっぷ
りあるカントリーインみたいな感じ良い建物を⾒た。その時、
あっちが良かったかな、と思ったが、建物は真っ暗だったし、
サインも「VACANCY」も出ていなかった。

朝⽇の中にその建物と看板が⾒えた。それは村の葬儀社だっ
た。「VACANCY」でなくて良かった…。

平和のワークショップ平和のワークショップ平和のワークショップ平和のワークショップ
トロント国語教室 所 真⼈

5⽉5⽇に⽥中勝さんという写真家が国語教室に平和のワーク
ショップのために来てくれました。⽥中さんは被爆2世です。広
島と⻑崎の原爆投下みたいな事がまた起らないようにこのワー
クショップをしています。 まず、⽥中さんは自分のお⽗さんが
被爆してどう変わったかを少し話してくれました。お⽗さんが4
歳の時に広島に原爆が落ちて、⾜にやけどのあとが残りました。
お⽗さんは恥ずかしくて、⻑いズボンしかはきませんでした。
⼈がそのやけどのあとを⾒たらすぐに、「あ、あの⼈、被爆した
な。」と思うから、温泉にも⾏きませんでした。 次に、⽥中さ
んは自分の写真を⾒せてくれて、使い捨てカメラでとったと⾔
いました。そして、どうやってベッツィさんというアメリカの
画家に出会って、なぜ、いっしょに絵を作り始めたのかをせつ
めいしてくれました。ベッツィのお⽗さんは原爆を作った⼈の
⼀⼈でした。この⼆⼈のアーティストは⾊々な国で「平和の新
世紀」というタイトルで展⽰会を開いているそうです。

そのあとに⾯⽩い事を教えてくれました。 「もし、⼀⼈の⼈
が⼆⼈の⼈に平和の事を話して、次の⽇にその⼆⼈がそれぞれ
⼆⼈の⼈に平和の事を話して...と続いたら、世界のみんなに平
和の話を伝えるのにたった33⽇しかかかりません。」と⾔いまし
た。ぼくはその⼀⼈の⼈が大事だと思いました。 ⽥中さんが国
語教室に来てくれた理由は、アドバンスクラスの中村先⽣が 「ノ
ーモア広島、ノーモア⻑崎」 というドキュメンタリー映画を作
っている時に、⽥中さんとお⽗さんとベッツィさんにインタビ
ューしたからです。

⽥中さんの話の後、アドバンス
クラスと8年⽣のみんなで折り紙
のつるを折って、中に平和の願
いを書きました。そして、つる
を全部大きなピースマークには
りました。そして、ぼくたちの
書いたピースメッセージを⼊れ
て、⽥中さんがきれいなアイロ
ンプリントをみんなに作ってく

れました。それをTシャツにアイロンして、みんなで着て、写真
をとりました。 このワークショップでは⾊々な事を学んで、い
ろんなきれいな写真と絵を⾒られて、とても楽しかったです。
⽥中さん、ベッツィさん、ありがとうございました。
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ゆりかごから⼦ども部屋時代（0-5歳－乳幼児期）の継承
⽇本語育て

（連載２／３）
高度なバイリンガル話者を育てるために高度なバイリンガル話者を育てるために高度なバイリンガル話者を育てるために高度なバイリンガル話者を育てるために

鈴木美知子

５．２歳時代
この時期は⼼⾝共に目まぐるしい成⻑を遂げるとき、４⾜歩⾏を完

全に卒業し、自由に動き回れるようになり、曲がりなりにもことばを
使って意思を伝えることができるようになる。物事の理解が⽇々、体
験を通して深められる時期であり、まさに「三つ⼦の魂100まで」と
いわれる時であり、「⼦どもは親の背を⾒て育つ」ことを思い知らされ
ることが多くなる。

１．）２歳児の観察・理解・思考⼒は、我々の想像をはるかに超えてい
る会話⼒は、たどたどしいが、⽇に⽇にこみいったことが伝えら
れるようになる過渡期である。以下の例はインターネットの情報
から拾ったものである。

【例１】２才の次⼥が「ぞうさんのうた」を歌っていた。もうこ
んな歌も歌えるようになったのねと、感激して聞いてい
たら、「と〜うさん、と〜うさん、お〜ならがでてるのね、
そう 〜よ、かあさんもで〜てるのよ〜」と歌っていた。

【例２】病院の待合室で順番待ちをしていた時、既に診察を終え
て帰ろうとしているお⽗さんが⼦供に、「早く、靴はけ
よ」と⾔ったら、「２歳なんだから１⼈ではけるわけな
いじゃん！」と⾔っていた。

＊⼼得② ことばは、ことばに触れさせ、使わせなければ発達しな
い⼦どもは、回らない⾆で覚えたばかりの⾔葉を動員し
て懸命に話す。その響きはかわいらしく、本⼈独特の表
現は 傑作だったり、奇抜だったりするので、つい、大
⼈はそれを⼀緒になって使い、楽しみたくなってしまう
が、⾆の筋⾁が未発達のための現象なので、正確に⾔え
るようになるまで根気よく正しい⾔葉で聞き返してやる
こと。

⼦どもは、まわりの⼈達とのコミュニケーションのためにことばを
覚え、ことばを増やしながら、自分の世界を広げているのである。親
は⼼して、たくさん⽇本語で話しかけ、相⼿をしてやり、年齢相応の
豊かな経験をたくさんさせてやるよう⼼がける。

＊⼼得⑥ そつ啄の機（適時）を逃さない
２歳時代は、ソックスや洋服、靴の着脱などの訓練開始のとき。鋏

の使いこなし、クレヨンの正しい持ち⽅、お箸の使い⽅などを習得さ
せる適期である。まだ早いとか、危ないからと、この｢適時｣を逃さな
いこと。

親のすることに興味を⽰した時は、きちんと説明し、思い切って体
験させてみる。

注意：鋏や箸を使わせる時は危険なので必ず側に居て、先が尖っ
ているのでくわえないように、まわりの⼈につきつけない
ようにと教えること。

２．）⽣活習慣形成とことばかけのチャンス
⾷事：箸、フォーク、スプーンなどが操作でき、⾏儀よく⾷事が
できるよう訓練する
ｱ）⾷事の基本的なマナーの訓練をする
ｲ）好き嫌い無く、なんでも⾷べられるようしつける

遊び：⼀⼈遊び、兄弟や家族との遊びができる
遊びを通して、ものの名前をはじめ、⼊れる、出す、掛ける、
外す、押す、引く、たたく、のばす、切る、貼る、書く…と、
数え切れない程のことばが体験を通して習得されるチャンスで
ある。⾯倒がらずに⼀緒に遊び、たくさんことばかけをするこ
と。

ｱ）ぼたんのかけはずし、らくがき、紙きりや糊付けなど、成⻑
に合わせ脳と⼿の共応能⼒を育てる遊びなどをたくさん体験
さる

ｲ）クレヨン、鋏などの使用訓練開始の適時。クレヨンの持ち⽅
は箸の訓練に準じ、正確な持ち⽅を覚えさせる

ｳ）童謡を自分で歌い始める時。たくさん聞かせ、⼀緒に歌って
あげる

運動：⾏動範囲が広がり、活発化する
２歳を過ぎると⼩さな乗り物の操作が出来るようになる。
こいだり、ハンドルを操作したりと、運動能⼒だけでなく
考え、判断する⼒も育つ。運動に関することばを⾏動とと
もにくり返し使ってみせる。

絵本の読み聞かせ：絵が主体のものから、物語のある絵本へと、
⼦どもの成⻑を⾒ながら移⾏させる

６．３歳時代
⼈間の脳の体系化の第⼀段階は三才を目どに⾏われ、脳神経の

つながりのおよそ８０％はこの時期に造られるのだそうである。
⼈の⽣き⽅の根本となることをていねいに体験させ学ばせる時

期であり、⼈⽣学習の教室はどんどん広がっていく、社会性の発
達開始期である。3歳ともなると、まだまだ自分中⼼ではあるが、
まわりの⼈の⾔う事が理解でき、家族との関わりの中で、その⼀
員として⾏動できるようになる。

ことば掛けは声掛けであり、植物を丈夫に育てるために肥を掛
けるのと同じ事である。発育に合わせて必要な肥を必要な量だけ
かけてやらないと、植物は枯れたり、根腐れを起こしたりするよ
うに、⼦どもへの声掛けも⼦どもが⼼を開いて話せるよう、温か
い⼼遣いをもって⼦どものことばに対応する配慮が必要である。

この１年は、幼稚園や⽇本語学校⽣活への準備期間として以下
の点を親⼦して、⽇々、楽しみながら準備しつつ、大切に過ごし
たい⼀年である。
１．）⽇本語学校への準備項目

あ）⼼の準備
・⽇本語学校について、どんなところか、どんなことをする

のか、なぜいくのかなどについて、本⼈が納得するまでよ
く理解させる

・それぞれの⽇本学校の⾏事などに親⼦で参加し学校の雰囲
気に触れさせる

・授業参観、体験⼊学などを経験させ、⼊学を⼼待ち出来る
ようにさせる

い）⾝の回りのことが自分で出来るようにする
・洋服や履き物の着脱
・⼿洗い／トイレ
・自分の持ち物の管理、整理整頓

う）自⽴⼼／協調性
・親の⼿を離れて仲間と⾏動できる
・自分の名前が⾔える
・自他の物が区別できる
・順番が待てる
・集中してお話が聞ける
・分からないことを聞けたり、ほしいものを要求することが

できる
・仲間と同⼀⾏動ができる

え）⽣活⾏動
・⾷事：⾷前の⼿洗い、きちんとテーブルについて、遊ばず

に⾏儀よく⾷事ができ、⾷前⾷後の挨拶ができる
・用便：自分で用を⾜せる

注意事項…
ｱ) 現地校のためには英語、⽇本語学校のためには⽇本語

で「トイレにいってもいいですか。」と⾔えるように、
家庭でも、ごっこ遊びのようにして練習させる

ｲ) 失敗をする前に、余裕を持ってトイレに⾏けるようタ
イミングを会得させる

⼦どもの⼈格形成に最も強⼒な刺激を与えるのは、直接的、具
体的なしつけではなく、親の⽰す⼿本と、親が当たり前として
持っている価値観であり、⼦どもは、親の中に モデルを求め、
家の中に「らしさ」を求めている。
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・遊び：⼀⼈遊び、兄弟や家族との遊びが上⼿にできる
ｱ) 積み⽊、単純なレゴ、ねんど、ひもなどで枠をはめずに

自由に創作させたり、家族での絵やあいうえおカード拾
い、カード合わせなどで⾔葉を楽しませながら、考える
⼒や記憶⼒、協調性を育て、かつ、自然に⽂字の認識を
させる

ｲ) ⽂字書きの準備としては、折り紙、切り紙、単純な塗り
絵、絵描きなど、⼿先に神経を集中させる遊びを楽しま
せながら、⼿先に⼒をつけ、大脳と⼿の共応能を育てる

ｳ) 公園で遊ばせることは、家族を越えた交流を体験し、順
番を待つことや、ゆずり、ゆずられることも学べ、かつ、
思い切り⼼⾝全体を活動させられ、理想的である

ｴ) 後⽚付けの習慣付け
・運動：活発に⾏動できる

⾛ったりスキップしたり、本格的に三輪⾞に挑戦したり、
シーソーや滑り台、ぶらんこなどで遊べるようになり、自
由に動き回れることが嬉しい時代である。
こうした遊びは、⾝体の平衡感覚を育てるので、服を汚さ
ないようになどと⼩⾔を⾔うのではなく、親も⼀緒に楽し
み、たくさんの声かけをすること。

お）⽂字の認識
個⼈差も大きいし、この時期に絶対に習得させねばならない
ことではないが、本⼈が興味を⽰したならば覚えさせる適時
である。（押しつけ、無理強いは厳禁）
くり返し読んでもらった本を独りで読んだり、⽂字の拾い読
みが始まったら、⽂字カード遊びなどで充分に⽂字に親しま
せる。

２．）特にこの時期に気を付けたいこと

日本語教育プロジェクト２００７年度講演会のご案内日本語教育プロジェクト２００７年度講演会のご案内日本語教育プロジェクト２００７年度講演会のご案内日本語教育プロジェクト２００７年度講演会のご案内

猛暑が続いた夏もほぼ終息
し急に秋の気配を感じるこ
のごろです。秋といえば⾷
欲と読書が頭に浮かびます
がトロント移住者協会の⽇
本語教育プロジェクトは今
年も少ない予算を最大限に
活用して下記のごとく⽇本
語教育勉強会の大筋を決定
しました。
カナダ社会の中で私達が⽇

本語、⽇本⽂化を継承し続
けることが出来るようにと毎年開催してきた、お⼦様をお持ちか
これからお⼦様ができるご両親を主に対象とした継承⽇本語教育
への取り組みを主題とする講演会/ワークショップに始まり、⽇本
語⽂法講座、話し⾔葉に関するワークショップ、そして、現在、
⽇本語学校で教えておられる先⽣⽅の体験に基づいた教え⽅を参
加者の皆さんと共に勉強するワークショップ等が計画されており
ます。
何れも、⽇曜⽇の午後から４時間程度を目標にプログラムが組ま

れる予定です。どうぞ、奮ってご参加下さい。
尚、詳細は追って、⽇系新聞等でお知らせいたしますのでよろし
くお願い致します。

２００７２００７２００７２００７年度年度年度年度NJCANJCANJCANJCA日本語教育講演会日本語教育講演会日本語教育講演会日本語教育講演会

１）２００７年１０⽉２８⽇ 鈴⽊美知⼦先⽣
２）２００７年１２⽉０２⽇ ⾦谷武洋先⽣
３）２００８年０１⽉２０⽇ ⽇加学園代表の先⽣２，３名
４）２００８年０２⽉０３⽇ ⼩室リー先⽣

PLAR CHALLENGE 説明会とご報告（３）
2007年６⽉７⽇

調査プロジェクトとして、その後のプラーチャレンジの経過報告が、
2006年10 ⽉22⽇、NJCA⽇本語プロジェクト主催、CAJLE後援に
より、トロント⽇系⽂化会館にて⾏われた。
バーバー陽⼦⽒、トロント⽇本語クレジットコース教師により、ク
レジットの仕組みについての説明がなされ、それを受けて、第⼀号
グレード10学⽣の受験者担当、K教師による申請から受験までの経
過報告があった。ほぼ１００％に近い得点で合格、オンタリオ・ク
レジットを取得され、意欲を持って次のレベルへの受験準備を進め
ているとの報告があり、その後質疑応答が⾏われた

尚、プラーチャレンジについては、2005年11⽉６⽇に、オンタリ
オ州⽴⾼校のSchool Guidance Counselorとして現在活躍され、
プラーチャレンジの審査担当の⾼⽥達⽒を講師に招いて説明会を開
いてから、すでに１年半が経過した。現在では、その申請の過程を
各私⽴⽇本語学校の教師及び学習者が理解し、個々にデースクール
のガイダンスオフィスに直接申し込みを進めている。毎年１⽉末週
から２⽉初旬にかけて説明会が催され、今年もトロントボードによ
る説明会が、Earl Haig SSにて⾏われた。⽇本語学習者が直接申
し込み、審査を受けてクレジット取得の結果がもたらされたことは
よろこばしい次第である。CAJLEの調査プロジェクトとしてのプラ
ーチャレンジへのお⼿伝いはここまでとし、終わることを、2007
年２⽉４⽇の⽇本語教師研修会で、簡単に報告した。

PLAR (Prior Learning Assessment and Recognition)
Challenge 関する詳細は、CAJLE ニュースレター３２号、及
び３３号年史参照。

（調査プロジェクト担当 清⽔

新しい⼊国審査（個⼈識別情報の提供義務化）の概要について
法務省⼊国管理局

１ はじめに
平成１８年５⽉２４⽇に出⼊国管理及び難⺠認定法の⼀部

を改正する法律が公布され，本年１１⽉２３⽇までに施⾏される予定で
す。
この法律では，テロの未然防⽌のための規定の整備が⾏われ，その⼀

環として，⼊国審査時に個⼈識別情報を利用したテロ対策が実施される
ことになりました。
この新しい⼊国審査⼿続では，⼊国申請時に指紋及び顔写真の提供を

受け，その後、⼊国審査官の審査を受けることになります。
個⼈識別情報の提供が義務付けられている外国⼈が，指紋⼜は顔写真

の提供を拒否した場合は，⽇本への⼊国は許可されず，⽇本からの退去
を命じられます。

２ 対象者
下記の免除者を除き，⽇本に⼊国する外国⼈のほぼ全てが対象となり

ます。
（１）特別永住者
（２）１６歳未満の者
（３）「外交」⼜は「公用」の在留資格に該当する活動を⾏おうとする

者
（４）国の⾏政機関の⻑が招へいする者
（５）（３）⼜は（４）に準ずる者として法務省令で定める者

３ 新しい⼊国審査⼿続
申請者の⽅には下記のとおりの⼿続きを⾏なっていただきます。

（１）⼊国審査官に旅券、ＥＤカード等を提出していただきます。
（２）⼊国審査官から案内を受けた後、原則、両⼿の⼈差し指を指紋読

取機器の上に置き、電磁的に指紋情報を読み取らせていただきま
す。

（３）指紋読取機器の上部にあるカメラで顔写真の撮影を⾏なっていた
だきます。

（４）⼊国審査官からインタヴューを受けます。
（５）⼊国審査官から旅券等を受け取り、審査は終了します

⼿続きの詳細については下記のサイトを参照して下さい：
http://www.toronto.ca.emb-japan.go.jp/nihongo/shinsa.pdf

① ⼼配のしすぎで⼦どもの芽をつまないこと
② ⼦どもの⾏動に必要以上にブレーキを掛けな

いこと
③ 「ありがとう」ということばを習得させるた

めに、いつも⼿本を⽰すこと
④ 過保護にしないこと



- 6 -

僕の少年時代僕の少年時代僕の少年時代僕の少年時代
⻑⽯ 芳尚

今や世はインターネットいわゆるITの時代で、今後どれほどわ
れわれがITのご厄介になるのか、あるいは、ご厄介にならずに⽣
活する自由を享受できる⽇が続くのか全く予測できない。

そんなある⽇、GOOGLE EARTHのサイトでふと私の少年時代
を過ごした⼩さな町がどうなっているのか訪れてみた。下は現在
の発展振りを⽰す航空写真である。

⽗が１昨年他界し、⺟親もモミジ・ヘルスケア・ソサイアティ
に⼊居してそれなりに元気に過しているといえば⾔えるがなんと
いっても毎⽇が寂しいらしく，⽣前は何かと不満を⼝にしていた
夫もいなくなれば、⾷事をしていても１⼈でだんまり、モグモグ
だから頼りなくて仕⽅がないのは当然だろう。かくいう僕も⽗の
⽣前中はしっかりと話をしたこともなく今になって断⽚的に聞い
ていた話をつなぐものが大きく⽋如していることに気付いてつく
づく後悔していたところであったが、ふと⽗親とある意味で交わ
す⾔葉は同じく少なかったものの何かしら、どこかに深い接点を
持っていたように今になって感ずる僕の少年時代の町のことを思
い出したのであった。現代の⼦供たちはコンピュータゲーム等に
夢中になるようであるが単純な遊びに明け暮れた当時を思い起こ
し、進歩が捨て去った時代の⼀端と若かりし我が両親を記録に留
めて進歩がもたらせた地球規模の問題を抱える現在をしばらく忘
れて読者各位が少年、少⼥時代を振り返る何らかのよすがになれ
ばと思う。

この地図はこれから思い付くままに書いてみようと思い⽴った
僕の少年時代の活動舞台の大阪府泉南郡多奈川，深⽇町周辺の地
形と現在の町並みに当時の様⼦を書き込んだ地図である。

僕が何歳からここに住み始めたかは全く記憶にないが⼩学校5
年⽣の時に神⼾へ引っ越したことは覚えている。従ってこれから
書き記す各事象の時間的な順位は特に指摘のない限り重要ではな
いものとご理解戴きたいと思う。

さて、今回取り上げるのは、自宅から７，８分の所にある雑
貨店の前、⼩さな川に架かる橋の袂で毎⽇、⼣⽅に来ていた紙
芝居のおじさんである。彼は⼦供たちに紙芝居を⾒る権利を与
える条件として持ってきた各種の駄菓⼦から何かを買うことを
それとなく要求していたが僕を含めて殆どの⼦供は紙芝居が始
まるまで少し離れた所にうろうろして只⾒するのが常だった。
彼の駄菓⼦の２，３を紹介すると、真っ赤な飴がこってり付い
たスルメの⾜、紙に包んだ細く⽩い飴、この飴は中⼼に少しし
っかりしたヨウジより細い飴が⼊っていて、上⼿に途中で切れ
ないように引き抜くともう１つ同じ飴が貰える、２本の箸にく
るりとつけられた⽔飴、これはくねくねと箸を操って練りあげ
ると真っ⽩になってくる。もしおじさんが充分に真っ⽩になっ
たと認めるともう⼀本飴がもらえる。その他、ニッケの棒、ガ
ラス管に⼊ったハッカの怪しげな飲み物、等々。しかし僕ばか
りでなく皆の楽しみは「少年王者はゆく」の紙芝居だった。ア
フリカを舞台に象やライオンを友達に持つ少年の冒険を描いた
⻑編物語で、必ず、続きを⾒ずには居れないところで毎⽇の話
が終わるので何があっても毎⽇⽋かすわけには⾏かなかった。
少年の⽗親が冒険家で少年が大危機に遭遇するとジープに乗っ
て助けに現れることがあるのだが双⽅とも親⼦の関係があるこ
とに気付かずに居るところが味噌で、僕たちは何とはなく２⼈
が親⼦であることを既に知っているので、ハラハラ、ヤキモキ
するのであった。しかし、僕は話の途中で神⼾に引っ越してし
まったので少年王者がどうなったのか知らない。

それでは今回は此処まで…。

ファミリートークスフォーラム(FTF)の初夏のピクニックファミリートークスフォーラム(FTF)の初夏のピクニックファミリートークスフォーラム(FTF)の初夏のピクニックファミリートークスフォーラム(FTF)の初夏のピクニック

FTFは恒例の初夏のピクニックを６⽉１０⽇（⽇）にハイパー
クで⾏ないました。朝から素晴らしい上天気で、楽しく賑やか
な大ピクニックになりました。各地から、はるばる⻄のロンド
ンから参加した会員もいました。

会員有志による歌・伴奏で「おゆうぎタイム」。エネルギー⼀
杯の⼦供達は大喜びでした。その後皆⼀ヶ所に集まって記念写
真。そして楽しいお昼。皆さん、それぞれ⽊陰に集まってお弁
当と親睦を楽しみました。有志が持って来たポットラック料理
もどんどんなくなりました。

お腹が⼀杯になったところでサイコロゲーム、賞品をもらっ
た後は、参加者全員にかわいいシール(池端ナーサリー提供)の
参加賞。⼦供が群がって大騒ぎでした。

ハイパーク・ピクニック・エリア＃７は美しい緑に囲まれ、
回りからは⾒えず、⼦供には安全なちょっとした秘境です。(そ
れでどこだか分からず迷う会員が多い)。

FTFは⽣まれて６年、会員５７０家族の活発な相互援助グル
ープに育ちました。

問い合わせは三浦 nobbym@idirect.ca
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紅白一世の思い紅白一世の思い紅白一世の思い紅白一世の思い

2007年トロント紅⽩歌合戦制作担当 ⽥中 勉

「え?! トロント紅⽩歌合戦だって？そんな演芸会があるの」 ⽥
舎だなぁと⾔わんばかりに笑ったのはトロントの⽇系企業各社を
束ねる⽇本商⼯会所属のある企業の歌好き社員だった。20年以上
も昔の話だが今なら「ダサイ」などという⾔葉で切り捨てられそ
うだ。しかし同商⼯会の幹部役員の⼝利きとあっていわば仕⽅な
く歌⼿として⽇系⽂化会館の舞台に⽴った後の同⽒のコメントは
かなり違っていた。「なかなかどうしてバカにしたもんではないよ」

もとよりプロの向こうを張って大層な⼝を利くほどの厚顔無恥で
もないが、VTRやＤＶＤで送られてくる世界各地の⽇系⼈の同種
アマチュアイベントと⽐較してその出来栄えについてヒケはとら
ない、といった程度の自画自賛はさせてもらってきた。その「ト
ロント紅⽩」が今その継続と⽅向性をめぐって岐路に⽴っている。

1977年、当時新移住者の野球好きが集まって⽇曜⽇ごとのプレ
イを楽しんでいた⽇系⼈野球連盟の選⼿の発案で始まった運営資
⾦稼ぎのこのイベントは、30年を経た今ではトロント⽇系⼈社会
の年末を彩る恒例大衆⽂化⾏事として定着するに⾄っているが、
その間このイベントを担ってきた歌⼿及びボランティアスタッフ
の顔ぶれにあまり⼊れ替わりはない。第1回のショウ当時30歳前
後だった出演者や裏⽅の若者たちもその多くがもう還暦を過ぎて
いる。事実、今年2007年の実⾏委員会は16名の委員で構成されて
いるが、そのうち１名を除いて1980年代からこのイベントを⽀え
てきた⼈たちばかりで占められている。いわば「紅⽩⼀世」と呼
ぶべき献⾝をいとわないボランティアだが、将来に目を向けると、
このイベントの継承発展をゆだねる後継の「紅⽩⼆世」が⽋落し
たままの運営・制作⺟体に世代交代の兆しの無いのが⼼もとない。
しかし現⾏の実⾏委員会メンバーの尽⼒無くしてはショウの継続
はたちまち危地に追い込まれるであろう。私自⾝、多年制作に携
わりながら後継者の育成に⾒るべき成果のなかったことに忸怩（じ
くじ）たる思いがある。

旧会館でトロント紅⽩に拍⼿を送りその歴史を⽀えてきた観客層
の中核をなしていた⼆世の観客数は近年目だって先細りの状況に
ある。客筋が変われば舞台の中⾝も味付けも変わらざるを得ない。
その昔の演歌・歌謡曲全盛時代から現今の若いアイドルたちによ
ってもたらされる⼈気のポップスへと傾く時代の趨勢は我々のシ
ョウでも無視できない。「演歌は苦⼿でして・・・」とある審査員
候補者にお断りを⾷らったのは去年のことだが、内容的にも演歌
派とポップス派のジャンルのせめぎ合いはこれからも続くだろう。

⽇系⽂化会館は多⺠族都市トロントにあって誇るべき⽴派な施設
だが、近年そのメンバーシップの落ち込みが続いている。私財を
つぎ込むことすらいとわず会館の創設・維持に⼒を尽くしてきた
⼆世の⾼齢化につれて物故者が増えていることがその⼀因だが、
⼀⽅で新しく移住してくる⽇本⼈家族へのメンバーシップキャン
ペーンが思わしくないことがある。制作に5ヵ⽉もの⻑期を要する
「紅⽩」の準備期間中必要になるリハーサルやミーティングへの

参加のほか、年間数多い催しなどで幾度となく会館に出⼊りし
ていてもメンバーシップ取得の意思のない紅⽩スタッフもかな
りいる。⼈によって考え⽅や物事の価値観の違いもあり強制は
できないが、せめて紅⽩出場者だけでも、というのが実⾏委員
会の願いであり、今回から歌⼿の出場資格を会館メンバーに限
るというルールを設けたのもこうした理由が背後にある。

12⽉8⽇、⽇系⽂化会館⼩林ホールは今年もまた400⼈を優に
超す観客の盛大な拍⼿に包まれるだろう。紅⽩スタッフはこれ
からの数⼗年を⾒通す広い視野に⽴って内外からの建設的なイ
ンプットを待っている。

展覧会の絵展覧会の絵展覧会の絵展覧会の絵
⻑⽯ 芳尚

先⽇、今年初めてのトロント・シンフォニーいわゆるTSOへ
出かけ、これまでになくゆったりと楽しみ、感激のひと時を過
した。その⽇のお目当ては、ラフマニホフの「ピアノコンチェ
ルト2番」とムソログスキーの「展覧会の絵」だった。まず、久
しぶりのジョン⽊村パーカーの弾くピアノコンチェルトは席の
位置がピアノ曲を聴くのに良かったのか⼀段と大きくがっしり
とした彼のピアノからは時に⼒強く、ピアニッシモは転がるよ
うに耳と⼼を堪能させる⾳が次々と場内と私を満たしてくれた。
最後の⾳の余韻が消えるのも待てず「ブラボー」と共に周りが
総⽴ちだった。

休憩を挟んでの「展覧会の絵」をいつも私は
感動無しに聴くことはない。オリジナルのピ
アノ曲もピアノと⾔う楽器が先天的に持つ表
現⼒の偉大さを感じることが出来て私は大好
きだが、モーリス・ラベルによる大編成オー
ケストラ曲もすばらしい。特にこの⽇のトロ
ント・シンフォニーは最⾼の演奏を聴かせて
くれた。

この曲は、11年間に亘る親交を持ったアーキ
テクトで、かつアーテイストの遺作展を⾒たムソログスキーが
大きな才能を持った友⼈の死を悼む気持ちから⽣まれたとされ
るが、私が感動するのは、この曲、「展覧会の絵」の隅々まで余
すところなく現れているムソログスキーの今はなき友⼈への愛、
失った友⼈の才能を惜しむ悲しみの大きさである。

友⼈の名はヴィクター・ハートマン、彼の作品を私は知らな
いが、この曲を作ったムソログスキーがかくも惜しんだ才能は
必ずや偉大なものがあったことを私は疑わない。

私の⼈⽣の終わるとき、この世に少なくとも１⼈は私の死を
惜しむ⼈が家族以外に存在するような⼀⽣を過せたらとこの曲
は私に⼒を与えてくれるのである。

何故か損した気分何故か損した気分何故か損した気分何故か損した気分
森貞⼀弘

さすが、カナダ、サンクスギビングが過ぎると急に寒くなっ
てきた。（実際、当⽇は真夏のように暑かった）

５⽉から調⼦が悪かった暖房機、そろそろ、⻑い冬に備えて、
修理屋さんを呼んだ。
「これは、ポンコツですよ、修理するなんて、ドブにお⾦を投
げるようなもの・・」なんて、フタを開けたとたんに、修理⼯
の⼈が⾔う・・・ で、新しいのを安くしてやるから・・と典
型的なセールス風な会話になった。（難しいこと⾔って説得し
ようとするんだけど、ダメですよ・・僕だって、⼀応、エンジ
ニアなんだから、騙されませんよ）ところが…、ほれ、９５％
の効率とか⾔って、天然ガス料⾦が、思い切り安くなって得で
すよ・・地球に優しいですよ・・なんて、⾔葉に、妻は、説得
されてしまった。う〜ん、でもね、壊れたものを修理して使う
っていうのも、すごく⼈道的だと思うんだけどね。
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故郷は遠きにありて．．． ９月帰国での思い故郷は遠きにありて．．． ９月帰国での思い故郷は遠きにありて．．． ９月帰国での思い故郷は遠きにありて．．． ９月帰国での思い
中⼭あつ⼦

帰国の度に、機上から太
平洋に浮かぶ⻘島が⾒えて
くるとホッとする。⽣まれ
育った故郷に帰って来た安
⼼感である。東京での数⽇
間の「⽇本に帰って来た」
という喜びとはまた違った
感覚のように思える。

９⽉の宮崎は明るかった。
空が⻘く太陽が眩しく⼈の
姿にも宮崎を感じた。まだ、
残暑が残る宮崎だったが、そんなに苦にはならなかった。乾燥気
味のトロントにするとその湿度も感触が良い。

大淀河畔沿いのホテルから眺める夜景もまったく変っていない。
朝の大淀河畔も、穏やかな景⾊の中に爽やかな空気につつまれて
⼼を落ち着かせた。

部屋は、昭和３９年１１⽉、川端康成がNHK連続テレビ⼩説「た
まゆら」を執筆された時に滞在された部屋、とあった。私は、思
わず部屋を⾒渡し、しみじみと感動に浸った。「たまゆら」とは、
「⽟響」と書くとあるが、曲⽟が揺れあって鳴る⾳がかすかなと
ころから「かすかに、ちらりと、ほんのしばし（少し）の間」と
いう意味だとある。「たまゆら」、何と響きの良い⾔葉だろう、と
思う。

⼆階にある地元宮崎で採れた旬の⾷材を⽣かしたレストランは、
若いウエイターの笑顔のおもてなしと⼀緒に、懐かしい味も混じ
ってゆっくり堪能できた。温泉にも浸かり⺟と姉とを伴った、た
った⼀泊の時間は、故郷に帰った喜びを深く噛み締める事ができ
た。

“故郷は遠きにありて思ふもの…そして悲しくうたふもの”

トロントに移り住んで３０年が過ぎた。３０年と⾔うその⻑旅
の中で、いつでも迎えてくれる「故郷」があるから、この地で頑
張ることができるのだ、と振り返りながら思う。

まいったね・・ おねがい・・・まいったね・・ おねがい・・・まいったね・・ おねがい・・・まいったね・・ おねがい・・・
編集担当 森貞⼀弘

覚えてますか？⼩学校の作⽂の
宿題・・・原稿用紙って４００⽂
字なんだけど、それ１枚、書くだ
けでも、大変だったでしょ？。パ
ソコンっていうのは、便利なもん
で、写真とか、イラスト（挿絵）
とかで、かなり誤魔化せるけれど、
この普通の紙（レターサイズ）に
４０００⽂字（つまり、原稿用紙
１０枚分）⼊るんやよね・・

おねがい・・・
本当はね、ロマンチックに、そして時にはメルヘンチックに迫
りたいんやけど・・（宮沢賢治さんみたいに・・） ちょっと（い
んや、かなり）無理があるんやよね・・実際、何、書いても、
コメディになってしまうやろし。

でも、なんとなく⼈間くさいような、⼿作りのにおいのする、
そんな季刊誌（って⾔っても、原稿さえ揃えば、年６回ぐらい
は出せるハズ？）にしたいですね。８ページじゃ、ちょっと、
物⾜りなくなったら、次は１２ページにすればいいんだし。（実
際、今号は、ギュウギュウに詰まってるし・・・・）

なんでも（⽂章に限らず、絵⽇記でも、イラストでも）、いい
から、気楽に、投稿してください。好きなこと、書いてくれれ
ば、それで、いいんですよ。
４００⽂字ぐらいだったら、なんとか、無理してでも、掲載し
ます。（よほど、呪⽂みたいじゃないかぎり）

う〜ん、⽇本語って、難しいんやけど・・固いことは抜きに
しましょう。でないと、僕自⾝、何も書けなくなるので・・（あ
っ、新移住者協会には、⽇本語の先⽣も、おられるんですけど
・・まぁ、ここは、僕がクビになるまで、責任者ということで、
許してもらいますよ）とにかく、はじめましょう。きっと、そ
のうち、調⼦が出て、楽しくなるハズだから・・。

原稿は、M$ワードとか、⼀太郎（これって、ひょっとして、も
う、僕ぐらいしか、使ってないですよね・・・）でタイプして
添付ファイルとして送ってもらえると、ありがたいのですが・
・（あっ、別にそんな⾼いもん、買わんでも、いいんですよ・・
メール本体にタイプしてくれたら、それで充分、こちらは、楽
勝ですから・・）やっぱり、⼿書きって⼈も、歓迎いたします。
（１ページ目の上の住所まで、送ってください。）

よろしく、お願いします。
doit4joy@hotmail.com


